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①「タマネギ・麦の収穫作業」と「水稲育苗作業」の競合が解消されます。 

 短期苗なら、タマネギや麦の収穫ピーク後（６月１０日以降）に播種しても、 

田植えに間に合います。 

（例） 

 

 

② 苗の運搬作業が楽になります。 

 短期苗なら、使用箱数が大幅に減るため、田植えの苗運びも減り、運搬も楽になります。 

特に、遠方に圃場がある場合や、多く圃場を持っている場合などは、運搬回数が減り、苗

補充作業も少なくなるため、作業にゆとりが生じます。 

 

 

③ 省力低コストで収益アップ。 

 これまでの試験においても、短期苗は、慣行並の収量・品質となっています。表１のよう

に使用箱数や育苗コストが慣行に比べて削減できるため、省力低コストになります。 

表１ 

地区名 

(品種名) 

玄米重 

(㎏/10a) 

検査等級

(1 等～) 

使用箱数 

(箱/10a） 

育苗コスト 

(資材費のみ) 

白石町 

(ヒヨクモチ) 

短期苗 584.2(104) ２等上 12.3(72) 4,325 円(82) 

慣行苗 558.3(100) ２等上 17.0(100) 5,250 円(100) 

大町町 

(ヒヨクモチ) 

短期苗 617.9(99) １等中 9.5(45) 3,423 円(54) 

慣行苗 618.4(100) ２等中 20.0(100) 6,335 円(100) 

注）玄米重、使用箱数、育苗コストにおける( )内の数値は、慣行苗を 100 として表したもの。 
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